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	2
	研究の科学的な背景と論拠を説明する。

	

	目的［objective］
	3
	特定の仮説を含む目的を明記する。

	

	方法［methods］

	研究デザイン［study design］
	4
	研究デザインの重要な要素を論文のはじめの［early］部分で示す。
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	データ源［data source］/
測定方法
	8＊
	関連する各因子に対して，データ源，測定・評価方法の詳細を示す。二つ以上の群がある場合は，測定方法の比較可能性［comparability］を明記する。
※曝露、交絡因子、および、アウトカムの測定方法は研究の信頼性（reliability）や妥当性 （validity）に影響を与える。
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	15＊
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	おもな結果［main result］
	16
	（a）調整前［unadjusted］の推定値と，該当する場合は交絡因子での調整後の推定値，そしてそれらの精度（例：95％信頼区間）を記述する。どの交絡因子が，なぜ調整されたかを明確にする。
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	研究の財源［funding］
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＜本文＞
file:///C:/Users/hshim/Downloads/STROBE-Japanese.pdf
https://www.jspe.jp/publication/img/STROBE%20checklist-J.pdf
分析的観察研究を行う著者を支援する。疫学以外でも使える？

＜解説＞解説を読みつつ進める
https://www.equator-network.org/wp-content/uploads/2015/10/STROBE-Exp-JAPANESE.pdf
これすごい分かりやすい。
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsdr/24/1/24_77/_pdf
https://www.slideshare.net/takashifujiwara71/160509-stard
大山先生の資料も参考にする

<用語>
予測因子［predictor］：
個人が特定の疾患や障害を生じるリスクを増大させる可能性のある状況や条件
潜在的交絡因子［potential confounder］：
統計解析において、観測される従属変数と独立変数の相関に何らかの影響を及ぼしうる、外部の因子（それ以外の要素）のこと。潜在的交絡因子の存在により、因果の推定が困難になったり、解析結果に誤りが生じてしまったりする危険性がある。例を挙げると、放射線の健康に対する影響の疫学的調査において、身長や体重、出生地や居住地、飲酒や喫煙などの生活習慣や、有害物質への曝露歴など、様々な因子が潜在的交絡因子と見なされる場合がある。
潜在的な効果修飾因子［effect modifier］：
効果修飾
• 疾患に対する危険因子の効果が他の要因の存在によって修飾されること
• 統計学的に新たな項（共変量）が必要となる場合
• 修飾因子は単独でその疾患の危険因子となるかは問わない。
[image: ]
交互作用
２つ以上の危険因子が疾患に関連し、同時にこれらに曝露することでそれぞれ別個での曝露による効果とは異なる疾患発生が見られる時、交互作用があるという。
• それぞれが影響する
[image: ]
測定方法の比較可能性［comparability］
グルーピング［grouping］がなぜ選ばれたか,
サブグループと相互作用［interaction］の検証,
感度分析［sensitivity analysis］,
複数の要因により結果が算出される場合、その結果に対して各要因の影響度合（最も影響する要因や、 結果にはあまり影響を与えない要因など）を定量的に算定する方法を感度分析という。
未測定の交絡因子によるバイアスの程度を考える際にも使用される。E-Valueは、未測定の交絡因子が曝露とアウトカムに及ぼす影響の大きさを表す指標
https://www.m3.com/clinical/open/news/713854
集約尺度,？
交絡因子での調整後の推定値, 
マッチングなどの手法で交絡因子を調整すること
交絡因子を調整する方法として、以下の方法がある。
1. マッチング（matching）
それぞれの症例に対して、マッチングで交絡因子の等しい
対照を選ぶ場合、研究開始時点であらかじめ決めておく必
要がある。→ 「マッチさせた症例対照研究」
2. 層化（stratification）
症例と対照の間の交絡因子をそろえて比較する統計的解析
法。交絡因子のレベルに応じてサブグループ化し、各層毎
に曝露因子と結果を検討する。
→ 「マンテル-ヘンツェル法を用いたオッズ比」
カテゴリー境界［category boundary］？
相対リスク［relative risk］
ただ，このオッズ比もハザード比も少し専門用語すぎて臨床医にはわかりにくいので，論文によってはリスク比（Risk ratio）や相対リスク（Relative risk）と呼んでしまっていることがあります。
絶対リスク［absolute risk］
絶対リスクとは，有害なイベントが発生する確率を意味する
[image: ]
オッズ比
オッズとは、「見込み」のことで、ある事象が起きる確率pの、その事象が起きない確率(1 − p)に対する比を意味する。オッズ比とは二つのオッズの比のこと。生命科学の分野において，ある疾患などへの罹りやすさを２つの群で比較して示す統計学的な尺度である．オッズ比が１とは，ある疾患への罹りやすさが両群で同じということであり，１より大きいとは，疾患への罹りやすさがある群でより高いことを意味する．逆に，オッズが１より小さいとは，ある群において疾患に罹りにくいことを意味する．
[image: ]
暴露ありと暴露なしで疾患の起こりやすさを見ている。
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